
以
上
、
非
常
に
簡
単
に
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
、
若
干
の
疑
問
黙
を
附
し
た

が
、
ひ
と
え
に
筆
者
の
力
量
不
足
か
ら
著
者
の
員
意
を
理
解
し
え
ず
、
誤
謬
を

重
ね
た
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
る
。
著
者
の
御
寛
恕
を
乞
い
た
い
。
な
お
、
本

書
に
つ
い
て
は
、
既
に
岸
本
美
緒
氏
の
論
評
が
公
け
に
さ
れ
て
い
る
(
『
史
皐

雑
誌
』
九
二
編
入
鏡
、
一
九
八
三
年
〉
。
本
稿
で
論
及
で
き
な
か
っ
た
諸
黙
に

つ
い
て
適
切
な
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
是
非
併
せ
参
照
さ
れ
た
い
。

著
者
の
次
な
る
課
題
は
清
代
中
期
江
南
農
村
祉
舎
に
お
け
る
枇
舎
諸
関
係
を

分
析
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
筆
者
は
著
者
の
研
究
意
欲
に
敬
服
す
る
。
今

後
の
一
一
層
の
御
活
躍
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

一
九
八
二
年
二
月
東
京
東
京
大
祭
出
版
曾

A
5
版

七

四

O
頁
一
一
一

0
0
0園

五
回
運
動
の
研
究

第
一
函

囚

五
四
運
動
研
究
序
説

天
津
五
四
運
動
小
史

回図

日
本
一
一帝
園
主
義
と
五
四
運
動

片ー狭
間関

直
樹

藤
本

博
生

坂

野

良

京
大
人
文
科
皐
研
究
所
「
五
四
運
動
研
究
」
班
の
ほ
と
ん
ど
一

O
年
に
も
亙

る
共
同
研
究
が
結
貨
を
始
め
た
。
中
園
で
、
い
わ
ゆ
る
文
革
と
「
四
人
組
」
事

件
以
降
、

貧
事
求
是
を
モ
ッ
ト
ー
に
ブ
大
が
か
力
な
史
料
護
掘
と
大
幅
四
な
史
寅

の
見
直
し
が
進
み
、
従
来
の
制
約
を
思
い
切
っ
て
こ
え
よ
う
と
す
る
新
た
な
規

黙
で
五
四
運
動
六

O
周
年
、
辛
亥
革
命
七

O
周
年
等
が
記
念
さ
れ
た
矢
先
だ
け

に
、
こ
の
組
織
的
研
究
に
失
ぎ
な
関
心
と
期
待
が
集
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
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周
知
の
通
り
で
あ
る
。
第

一
函
所
牧
の
三
著
か
ら
み
る
限
り
、
そ
の
い
ず
れ
も

が
ま
ず
最
大
限
に
原
史
料
に
た
ち
戻
り
、
そ
こ
か
ら
史
貨
を
再
構
成
し
よ
う
と

す
る
姿
勢
に
寅
か
れ
て
お
り
、
並
々
な
ら
ぬ
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
た
。

一
連
の
研
究
は
、
や
が
て
五
函
二

O
加
徐
の
成
果
に
ま
と
め
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
の
で
、
本
来
そ
の
全
容
を
み
て
-評
す
べ
き
黙
が
少
く
な
い
と
思
わ

れ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
先
導
役
の
三
著
を
も
と
に
し
て
、
讃
後
感
を
若
干
述
べ

て
み
た
い
。

「本
書
の
な
り
た
ち
」
に
よ
れ
ば
、
五
回
運
動
期
の
時
期
区
分
や
し
た
が
っ

て
研
究
の
親
角
等
に
つ
い
て
、
無
理
に
統
一
を
は
か
ら
ず
、
各
執
筆
者
の
自
主

性
に
ゆ
だ
ね
た
と
あ
る
。
本
書
評
で
は
、
そ
の
趣
旨
を
ふ
ま
え
て
、
ま
ず
個
々

に
検
討
を
加
え
、
つ
い
で
共
通
す
る
と
恩
わ
れ
る
論
黙
を
特
に
い
抽
出
し
セ
議
論

す
る
こ
と
に
し
た
い
。

-187ー

回
に
つ
い
て

一
忠

そ
の
副
題
「
五
四
運
動
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
役
割
」
が
端
的
に

示
す
よ
う
に
、
「
研
究
序
説
」
と
銘
打
た
れ
た
本
書
の
狙
い
は
、
い
わ

t

ゆ
る
五・

四
か
ら
六
・

三
を
経
て
、
ベ
ル
サ
イ
ユ
僚
約
調
印
担
否
に
至
る一

連
の
過
程

を
、
上
海
に
お
け
る
三
罷
闘
争
に
焦
黙
を
合
わ
せ
て
絞
逃
す
る
な
か
で
、
五
四

運
動
を
も
っ
て
「
新
民
主
主
義
革
命
」
へ
の
鴎
機
と
な
き
し
め
た
「
-新
し
い

質
」
を
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
よ
る
指
導
」
に
再
夜
見
し
よ
う
と
す
る
と

こ
ろ
に
あ
る
。
こ
こ
で
再
設
見
と
い
う
の
は
、
一
九
三

0
年
代
末
の
中
園
で
、

毛
津
東
ら
に
よ
っ
て
つ
か
み
だ
さ
れ
、
以
来
中
園
革
命
の
道
し
る
べ
と
な
っ
て

き
た
周
知
の
テ
ー
ゼ
を
、
首
時
の
生
の
史
料
を
く
ぐ
っ
て
新
た
に
倹
誼
し
直
そ

う
と
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
。

本
書
は
三
章
で
構
成
さ
れ
、
第

一
章
で
は
五
四
の
歴
史
的
背
景
を
、
第
三
章

士
口
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で
は
北
京
の
皐
生
運
動
を
、
第
三
章
で
は
上
海
の
三
罷
闘
争
を
扱
っ
て
い
る
。

第
一
一
章
で
は
、
つ
ぎ
の
指
摘
に
注
意
が
ひ
か
れ
た
。
ま
ず
、
軍
閥
だ
が
、
半

植
民
地
牢
封
建
枇
舎
に
お
け
る
分
裂
割
鎌
の
鰻
制
と
し
て
、
一
一
回
牟
封
建
的
な

中
園
の
有
産
階
級
の
た
め
の
秩
序
維
持
者
、
他
面
帝
園
主
義
列
強
の
利
盆
の
代

難
者
で
あ
っ
た
と
解
し
て
い
る
〈
一
一
一
一
頁
〉
。
つ
ぎ
に
、
賞
時
の
中
央
政
府
で

あ
っ
た
北
京
政
府
で
は
、
大
総
統
と
な
っ
た
徐
世
昌
が
、
一
面
貧
力
者
段
紘
瑞

と
む
す
び
な
が
ら
、
他
面
で
は
、
列
強
と
圏
内
各
波
と
の
強
い
要
求
を
背
に

し
、
段
の
武
力
統

一
政
策
に
抵
抗
す
る
和
卒
運
動
に
傾
い
て
い
た
黙
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
(
第
二
、
三
節
〉
。
園
際
関
係
に
つ
い
て
は
、
「
大
戦
終
了
を
目
前
に

し
て
、
・
:
:
・
封
牽
侵
略
が
日
本
の
粗
鋼
檀
場
だ
っ
た
時
代
は
終
っ
た
」
(
二
九
頁
〉

と
す
る
一
方
で
、
パ
リ
舎
議
で
は
、
日
本
の
帯
園
主
義
的
野
心
に
安
協
し
な
が

ら
、
「
列
強
に
よ
る
世
界
秩
序
再
編
成
」
(
五
頁
)
が
進
行
し
た
と
し
て
い
る
。

第
二
軍
で
は
、
ま
ず
、
五
四
事
件
に
お
け
る
工
皐
舎
(
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の
波

流
)
の
役
割
が
重
視
さ
れ
て
い
る
(
四
二

i
四
三
頁
)
。
こ
れ
は
丸
山
松
孝

『
五

四
運
動
』
の
見
地
を
縫
ぐ
も
の
で
あ
る
が
、
五
四
期
の
民
衆
運
動
の
形
成
・
披

大
を
ど
の
よ
う
に
ト
レ
ー
ス
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
最
近
注
目
す
べ
き
研
究
の

前
埠
か
な
さ
れ
て
お
り
、
再
検
討
の
除
地
が
で
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
(
野

津
盤

「
五
四
運
動
と
省
議
曾
l
民
族
運
動
の
内
部
構
造
の
検
討
に
む
け
て
|
」
、

笠
原
十
九
司
「
日
中
軍
事
協
定
反
封
運
動
|
五
四
前
夜
に
お
け
る
中
園
民
族
運

動
の
展
開
l
」
『
〔
中
央
大
拳
〕
人
文
研
紀
要
』
一
九
八
三
年
二
税
〉
。
第
二
に
、

北
京
と
他
地
方
の
運
動
形
態
の
相
違
に
つ
い
て
、

北
京
で
は
、
日
貨
排
斥
は
、

初
め
は
政
治
運
動
の
「
基
底
あ
る
い
は
伏
流
に
す
ぎ
な
か
っ
た
」

(五
五
頁
)

の
に
封
し
、
山
東
問
題
等
の
政
治
課
題
か
「
も
う
ひ
と
つ
切
迫
感
を
依
い
て
い

た
」
(
六
五
頁
〉
他
地
域
で
は
、
地
方
蛍
局
の
懐
柔
方
針
も
加
わ
っ
た
り
し
て
、

排
日
・
排
日
貨
が
具
値
的
内
容
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
果
し
て

こ
の
よ
う
に
区
別
し
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
一一
一
に
、
六
・
三
運
動
を
生
ん
だ

六
・
一
戒
厳
令
は
、
徐
世
昌
が
段
級
瑞
ら
の
線
に
歩
み
寄
り
、
親
日
路
線
に
つ

き
進
ん
だ
結
果
と
さ
れ
て
い
る
(
五
九
頁
〉。

第
三
章
は
、
本
書
の
「
眼
目
」
と
さ
れ

〈
八
頁
)
、
あ
ら
ゆ
る
賓
設
的
な
精

力
が
こ
こ
に
集
中
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
劃
し
て
は
、
す
で
に
野
浮
世
旦氏

に
よ
っ
て
、
疑
念
や
批
剣
が
提
出
さ
れ
、
著
者
も
ま
た
そ
れ
に
回
答
な
い
し
反

論
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
論
争
に
は
す
ぐ
れ
た
示
唆
に
富
む
指
摘
が
随
所
に

み
い
だ
さ
れ
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
参
照
を
願
い
た
い
(
野
掴
岸
壁
編

「
五
回
運
動

史
研
究
に
つ
い
て
の
往
復
書
簡
」
『
近
き
に
在
り
て
』
第
三
鋭
、
狭
間
直
樹
「
野

津
監
氏
の
批
創
刊
に
答
え
る
|
五
四
運
動
に
お
け
る
上
海
の
罷
工
闘
争
の
評
債
を

め
ぐ
っ
て
|
」
向
上
第
四
貌

一
九
八
三
年
〉
。

そ
の
論
争
と
の
重
複
を
厭
わ
ず
に
、
こ
の
章
の
論
貼
を
整
理
す
れ
ば
、
つ
ぎ

の
諸
黙
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

①
六
月
五
日
の
全
市
的
罷
市
と
同
時
に
大
規
模
な
罷
工
が
始
ま
っ
た
と
い
う

従
来
ま
で
の
遁
設
は
、
『
申
報
』
六
日
附
記
事
に
よ
る
が
、
そ
の
記
事
に

は
疑

問
の
徐
地
が
あ
る
。
日
系
在
華
紡
諸
工
場
の
大
罷
工
を
俸
え
る
そ
の
記
事
は、

「
期
待
可
能
性
に
み
ち
た
う
わ
さ
記
事
以
上
に
は
で
」
ず
〈
注
目

O
)、
貧
際

は
、
全
市
的
な
罷
市
の
基
盤
の
う
え
で
、
罷
工
が
念
速
に
擦
大
し
て
ゆ
き
、
八

月
未
明
以
降
に
線
罷
工
的
様
相
を
曇
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
②
努
働
者

総
罷
工
は
、
上
海
に
お
け
る
反
日

・
反
安
徽
振
の
連
合
戦
線
内
部
で
、
上
海
皐

連
執
行
部
、
各
界
連
指
導
部
、
民
園
日
報
等
の
、
い
わ
ば
「
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア

的
罷
工
磁
の
枠
を
乗
り
越
え
て
寅
現
し
た
(
八
四
、
九
二
頁
)
。
③
そ
の
乗

り
越
え
に
は
、

献労働
者
階
級
の
先
進
部
分
と
つ
過
激
波

L
思
想
と
の
結
合
が

想
定
さ
れ
る
(
八
一
一一l
八
四
頁
〉
。
@
そ
の
乗
り
越
え
に
よ
っ
て
、
罷
工
が

三
罷
を
り
l
ド
す
る
に
至
る
や
、
運
動
は
反
日
・
反
安
徽
涯
の
枠
を
こ
え
て
、

-188一
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一
帝
園
主
義
一
般
、
軍
閥
僅
制
全
値
、
そ
の
反
動
的
プ
ロ
ッ
ク
と
の
針
決
へ
と
質

的
に
帥
開
化
し
た
ハ
五
、
八
四
、
八
九
頁
)
。
す
な
わ
ち
、
「
ロ

シ
ア
革
命
と
同
質

の
闘
争
」
ハ
五
頁
〉
へ
の
運
動
の
飛
躍
の
な
か
で
、
「
経
済
の
動
脈
で
あ
る
金
融

鰻
系
の
崩
壊
の
危
険
性
が
醸
成
さ
れ
」
「
祉
曾
秩
序
素
観
の
可
能
性
」
が
生
じ

た
こ
と
に
よ
り
、
日
米
関
矛
盾
等
は
ふ
っ
と
び
、
ヲ
内
外
の
反
動
波
を
結
集
し

た
反
革
命
の
密
集
部
隊
」
が
形
成
さ
れ
た
(
八
六
l
八
七
頁
)
。
⑤
そ
の
結

果
、
英
・
米
一
帝
園
主
義
や
李
純
ら
督
軍
屠
に
よ
る
牧
拾
工
作
が
撞
頭
し
、
決
定

的
衝
突
は
回
避
さ
れ
、
三
官
僚
寵
亮
と
い
う
形
で
、
運
動
の
さ
し
あ
た

っ
て
の

勝
利
が
も
た
ら
さ
れ
た
〈
入
七

i
九
一
頁
〉
。

①
か
ら
⑤
ま
で
、
寅
に
整
然
と
論
理
が
く
み
た
て
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に

は
な
お
い
く
つ
も
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
黙
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
①
に
つ
い
て
は
、
著
者
も
認
め
る
よ
う
に
、
『
時
報
』
は
七
日
附
で
「
部

分
罷
工
」
と
注
阻
碍
さ
れ
る
よ
う
な
記
事
を
載
せ
、
あ
わ
せ
て
恒
墜
紗
廠
主
雷
雲

蓋
に
よ
る
罷
工
し
た
日
系
職
工
に
削
到
す
る
救
済
活
動
に
ふ
れ
て
い
る
。
『
長
報
』

も
一
一
日
上
海
快
信
欄
で
、
六
日
夜
の
記
事
を
載
せ
、
日
系
工
場
で
の
罷
業
に

ふ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
誤
報
な
い
し
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
も
の
と
み
な
せ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
嘗
時
、
中
華
工
業
協
倉
雄
一寸は
、
す
で
に
五
月
下
旬
よ
り
、
日

系
工
場
で
の
就
傍
桓
否
を
呼
び
か
け
て
い
た
し
、
救
圏
十
人
圏
へ
の
参
加
を
通

じ
て
、
務
働
者
各
層
に
も
、
同
種
の
反
蔭
が
現
わ
れ
て
い
た
(
『
時
報
』
参
照
)
。

そ
れ
ら
よ
り
み
る
に
、
す
で
に
反
日
救
函
の
政
治
行
動
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
た

各
層
第
働
者
が
、
全
市
的
な
寵
課
・
罷
市
に
連
動
す
る
形
で
、
日
系
在
牽
紡
等

で
自
然
愛
生
的
怠
業
に
訴
え
、
八
日
以
降
多
少
と
も
組
織
だ
っ
た
総
罷
業
に
で

た
、
と
考
え
る
こ
と
も
あ
る
い
は
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。
②
に
つ
い
て
は
、

各
階
層
聞
に
魁
厳
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
賓
で
あ
る
が
、
決
定
的
利
害
の
封
立
に

至
っ
た
事
賓
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
③
に
つ
い
て
は
、
中
心
的

な
論
黙
が
い
ま
だ
H

想
定
H

次
元
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
他
方
で
、
著
者
は、

罷
工
賃
現
の
構
造
に
つ
い
て
、
嘗
時
労
働
者
は
、
工
頭
等
の
統
率
下
に
、
苦
力

封
隔
に
組
織
さ
れ
て
い
た
が
、
全
市
的
な
罷
課
・
罷
市
の
昂
ま
り
は
、
工
頭
ら
を

し
て
重
期
的
な
政
治
罷
工
に
踏
み
き
ら
せ
た
と
し
て
い
る
が
(
六
八
頁
)
、
こ

の
黙
と
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
古
厩
忠
夫
氏
の
研
究
に
よ
れ

ば
、
労
働
者
は
工
頭
等
を
介
し
て
中
華
工
黛
・
中
華
工
業
協
曾
等
の
「
工
界
園

陸
」
に
統
轄
さ
れ
る
コ
二
段
型
構
造
」
の
も
と
に
あ
り
、
そ
の
指
導
中
極
は
、

商
工
業
者
、
鼠
半生
、
園
民
黛
系
政
客
等
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
分
涯
の
手
に
あ
っ
た

と
さ
れ
る
が
、
五
四
期
の
政
治
罷
工
を
考
え
る
場
合
、
傾
聴
に
債
す
る
指
摘
で

は
な
か
ろ
う
か
(「労
働
運
動
の
諸
潮
流
」

『
講
座
中
園
近
現
代
史
四
・
五
四
運

動
』
東
大
出
版
舎
一
九
七
八
年
所
牧
〉
。
傍
働
者
は
そ
れ
ら
に
導
か
れ
な
が

ら
、
た
し
か
に
、
そ
れ
ら
の
思
惑
を
こ
え
、
プ
ロ
レ
タ

P
ア
I
ト
の
自
立
宣
言

に
も
似
た
昂
ま
り
を
示
し
た
が
、
三
罷
後
の
工
人
大
会
ま
で
含
め
、
ま
だ
こ
の

時
点
で
は
、
指
摘
さ
れ
る
階
級
的
分
化
や
指
導
的
地
位
へ
の
縛
化
は
確
認
し
え

な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
④
、
⑤
に
つ
い
て
は
、
工
部
局
関
係
の
『
警
務
庭

日
報
』
等
、
日
本
で
は
未
見
の
文
書
を
援
用
し
て
い
る
が
、
ま
だ
親
野
が
上
海

に
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
、
そ
う
し
た
結
論
に
至
る
に
は
、
な
お
重
要

な
補
完
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。
九
日
附
の
李
純
に
よ
る
大
総
統
あ
て
の
密

電
が
、
三
官
僚
寵
菟
の
決
定
的
契
機
と
な
っ
た
と
す
る
貼
も
(
八
八

i
九
O

頁
)
、
日
本
外
受
文
書
を
根
擦
と
す
る
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
北
京
政
府
内
で

の
決
定
構
造
を
、
'
内
部
に
お
け
る
鈎
抗
の
な
か
で
お
さ
え
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
。
第
一
章
と
の
関
連
で
は
、
徐
世
昌
の
動
向
が
も
っ
と

明
ら
か
に
さ
れ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
以
上
の
諸
黙
が
明
ら
か

に
さ
れ
る
な
ら
、

第
三
牽
の
イ
メ
ー
ジ
は
い
く
ら
か
異
な
る
の
で
は
な
い
か
と

恩
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
ふ
れ
た
い
。
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さ
い
ご
に
、
著
者
の
五
回
運
動
視
で
あ
る
が
、
六
月
一

O
日
ま
で
は
上
昇
カ

ー
ブ
を
え
が
い
て
い
た
運
動
が
そ
れ
以
後
下
降
線
を
辿
る
が
(
八
頁
〉、
保
約

調
印
拒
否
を
求
め
る
運
動
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
中
心
に
、
同矢侃
学
ら
も
巻

き
込
む
勢
い
で
縫
情
概
し
た
結
果
、
バ
リ
の
中
園
代
表
圏
、
特
に
王
正
廷
ら
を
し

て
、
「
血
気
の
濁
断
」
に
な
る
、
北
京
政
府
の
意
志
に
そ
む
く
決
断
に
至
ら
せ

た
、
な
る
概
括
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
調
印
短
否
は、

安
徽
波
の
意
志
に
反

す
る
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
徐
世
昌
側
の
態
度
を
あ
る
程
度
反
映
し
て
い
た
こ

と
は
、
営
時
日
本
外
務
省
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
形
を
か
え
て

の
運
動
の
昂
ま
り
が
縫
繍
し
て
い
た
と
み
る
べ
き
か
と
恩
わ
れ
る
(
臼
井
勝
美

『
日
本
と
中
園
|
大
正
時
代』

原
書
房

一
九
七
二
年
二
ハ
二
頁
)
。
そ
れ
は
と

も
か
く
、
五
四
の
時
期
区
分
の
う
ち
に
も
、
著
者
の
五
四
視
の

一
端
が
う
か
が

わ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
黙
も
の
ち
に
ふ
れ
た
い
。

固
に
つ
い
て

天
津
は
嘗
時
中
圏
第
二
の
通
一商批俗
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
日
本
の
華
北
一
帯

に
劃
す
る
通
一商一
活
動
の
披
黙
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
天
津
は
、
北
京
と
上
海
の
、

二
つ
の
運
動
の
頂
黙
を
仲
介
す
る
重
要
な
役
割
を
果
し
た
。
著
者
は
天
津
の
そ

う
し
た
位
置
を
念
頭
に
お
く

一
方
で
、
「
五
回
運
動
は
全
図
的
規
模
で
展
開
さ

れ
た
と
は
い
え
、
そ
の
運
動
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
的
特
殊
性
を
捨
象
し
て
総
括

的
に
把
え
た
の
で
は
、
国
間
に
五
四
運
動
の
具
鐙
像
を
解
明
し
た
こ
と
に
は
な
ら

な
い
」
(
五
頁
〉
と
述
べ
、
そ
の
地
域
別
研
究
の
必
要
性
を
喚
起
し
て
い
る
。

そ
の
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
五
四
運
動
を
反
日
・
反
安
徽
波
の
運
動
と
措
定
す

る
一
方
で
、
天
津
一
幣
が
直
談
涯
の
曹
鋭

・
曹
鋭
の
援
黙
で
あ
っ
た
黙
に
着
目

し
、
考
察
を
す
す
め
て
い
る
。

天
津
の
運
動
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
が
ほ
と
ん
ど
空
白
に
近
か
っ
た
だ
け
に
、

本
書
の
開
拓
的
意
義
は
大
き
い
。
そ
の
絞
述
に
沿
っ
て
、
や
は
り
ま
ず
主
な
論

黙
を
つ
ぎ
に
あ
げ
て
み
よ
う
。
①
天
津
で
は
、
運
動
へ
の
反
感
は
速
か
っ
た

が
、
総
商
品
目
に
よ
る
全
市
的
罷
市
は
五
日
遅
れ
の
一

O
日
に
質
現
し
た
。

そ
の

健
市
は
上
海
罷
市
の
街
躍
に
畑
附
設
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
(
一
四
l
二
ハ頁)。

②
献
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
罷
課
・
罷
市
へ
の
共
感
が
表
明
さ
れ
た
が
(
二
五

l
二
六
頁
)
、
罷
工
の
気
運
が
報
じ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
(
第
一
章
注
五
九
〉
。

③
全
市
的
龍
市
を
経
る
な
か
で
、
全
園
に
先
が
け
て
各
界
連
合
舎
が
成
立
し

た
(
一
九
頁
〉
。
@
運
動
は
皐
生
が
一
貫
し
て
こ
れ
を
指
導
し
た
(
六
五
頁
)
。

⑤

堅

生

・
ブ
ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
を
主
慢
と
し
た
園
民
大
舎
の
形
式
に
お
い
て
、

曹
鋭
ら
の
譲
歩
が
引
き
だ
さ
れ
、
安
徽
涯
を
牽
制
す
る
と
と
も
に
、
北
京
政
府

に
座
力
を
か
け
て
、
=
一
官
僚
罷
副知

・
調
印
拒
否
等
の
成
果
を
寅
現
し
た
。
⑤

天
津
で
は
、
日
貨
排
斥
が
運
動
の
中
心
に
据
え
ら
れ
、
日
用
品
を
中
心
に
、
日

本
に
手
痛
い
打
撃
を
輿
え
た
、
等。

そ
れ
ら
の
う
ち
、
②
、
④
、
⑤
に
つ
い
て
は
、
天
津
人
口
中
の
多
数
を
占
め

た
労
勤
者
の
動
向
を
、
今
少
し
追
え
た
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
。

天
津
で

も
、
救
園
十
人
困
や
図
貨
維
持
曾
等
へ
の
参
加
は
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
し
、

準
生
園
強
中
に
、
日
本
人
に
射
す
る
就
第
拒
否
の
呼
び
か
け
が
み
ら
れ
て
い

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
治
罷
工
が
未
設
に
彩
っ
た
の
は
、
罷
市
が
上
海
よ

り
五
日
遅
れ
た
の
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
⑤
に
関
っ
て
、
著
者

は
、
一漏州
事
件
を
機
と
し
た
日
貨
抵
制
の
激
化

a

か
、
安
徽
系
箸
察
権
力
と
の
封

立
、
日
本
出
先
官
憲
の
厳
し
い
干
渉
を
生
む
に
つ
れ
て
、
運
動
は
直
隷
汲
も
含

む
軍
閥
嫡
制
捜
と
の
針
時
局
面
に
移
り
始
め
た
と
し
〈
六
三
頁
)、
結
果
的
に
狭

間
氏
と
間
後
の
五
四
総
括
に
至
っ
て
い
る
。
た
し
か
に
そ
の
面
も
あ
っ

た
わ
け

だ
が
、
同
時
に
安
直
戦
争
期
ま
で
射
程
に
入
れ
た
鰍
括
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
⑥
に
つ
い
て
は
、
日
貨
抵
制
は
資
本
家
の
投
資
を
促
し
た
結
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果
、
民
族
産
業
は
五
四
運
動
後
に
ピ
l

p
ーに
達
す
る
が
、
そ
れ
は
運
動
の
精
神

を
具
現
し
た
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
る
一
方
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
も
結
局
「
H

水
際

の
と
こ
ろ
で
挫
折
し
た
」
と
さ
れ
る
等
、
低
め
た
-
評
僚
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
「
員
の
敵
」
にJ
射
す
る
、
献
労
働
者
階
級
に
立
脚
し
た
新
た
な
革

命
が
展
墓
さ
れ
て
お
り
、
い
さ
さ
か
飛
躍
の
現
か
な
い
で
も
な
い
。

h

一
通
讃
の
限
り
だ
が
、
全
僅
に
ま
だ
全
容
の
絞
述
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

冒
頭

で
提
起
さ
れ
た
地
域
的
特
質
把
握
と
か
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
五
四
認
識
の
豊
富

化
と
か
い
っ
た
課
題
は
今
後
に
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
そ
の
黙
に

つ
い
て
は
、
北
京
、
上
海
の
み
な
ら
ず
、
武
漢
、
南
京
、
被
阿
南
、
杭
州
等
と
の

比
較
と
い
う
方
法
も
、
一
定
程
度
有
数
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
た
。

固
に
つ
い
て
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著
者
は
、
五
回
運
動
は
日
本
脅
園
主
義
に
と
っ
て
は
山
東
問
題
で
あ
っ
た
、

と
い
う
前
提
に
た
っ
て
、
五
四
期
を
、
庚
義
に
は
、
日
本
の
山
東
侵
略
よ
り
ワ

シ
ン
ト
γ
曾
議
で
の
山
東
燃
山
案
解
決
篠
約
締
結
ま
で
、
狭
義
に
は
、
目
使
桐
喝

事
件
か
ら
一
隅
州
事
件
ま
ーで
と
設
定
し
て
い
る
。
一
一渦
州
事
件
を
霊
期
と
す
る
理
由

は
、
そ
れ
が
「
五
四
運
動
に
劉
す
る
日
本
の
最
移
回
答
と
な
っ
た
」
か
ら
と
さ

れ
て
い
る
(
八
頁
〉
。

つ
ぎ
に
、
日
本
一
帝
闘
主
義
の
針
中
圏
外
交
の
設
現
を
た
ど
る
に
あ
た
り
、
従

来
の
軍
部

・
軍
人
偏
重
の
傾
向
を

「
矯
正
」
し
、
外
務
省
・
外
交
官
僚
に
焦
黙

を
お
き
直
す
こ
と
を
提
起
し
て
い
る
(
七

1
入
頁
〉
。
そ
し
て
、
そ
の
周
園
に
、

政
治
家
、
軍
部
・

軍
人
、
大
新
開
・
世
論
、
在
留
邦
人
等
の
言
動
を
配
し
て
、

線
鐙
と
し
て
の
日
本
一
帝
園
主
義
の
批
剣
を
め
ざ
す
と
さ
れ
て
い
る
。

著
者
の
論
理
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
日
本
近
代
化
す
な
わ
ち
帝
園
主

義
化
と
し
、
そ
の
進
展
に
つ
れ
て
近
代
的
外
交
官
僚
群
が
輩
出
し
、
彼
ら
に
よ

っ
て
霞
ヶ
関
閥
な
る
政
策
集
園
が
形
成
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
形
成
は
、

あ
た
か
も
軍
部
の
形
成
と
ほ
ぼ
軌
を
一

に
し
、
外
交
政
策
決
定
で
は
ほ
と
ん
ど

決
定
的
な
影
響
力
を
設
揮
し
た
こ
と
、
例
え
ば
封
華
二
一
箇
篠
要
求
は
外
務
省

主
導
下
の
所
産
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
ハ

一
九
、
三

O
頁
〉
。
と
こ
ろ
で
、

霞
ヶ
関
路
線
の
特
ー
徴
と
し
て
、
軍
部
路
線
と
区
別
し
て
近
代
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
近
代
性
と
は
、
「
侵
略
の
必
然
論
」
と
は
異
な
る
「
侵
略
の
経

済
主
義
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
(
二
八
頁
〉
。
要
す
る
に
、
そ
れ
は
、
無
謀
な

侵
略
'に
と
も
な
う
リ
ス
ク
を
き
け
な
が
ら
、
中
園
に
お
け
る
日
本
の
ス
テ
ー
タ

ス
を
搬
大
・
強
化
す
る
「
侵
略
」
路
線
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
の
結

果
、
一
面
で
欧
米
列
強
と
の
協
調
、
他
面
で
は
経
済
優
先
の
侵
略
、

が
基
本
路

線
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
(
三

0
1コ
二
頁
〉
。
つ
ぎ
に
、
そ
の
中
園
政
策

の
枠
組
み
と
し
て
、
日
本
の
支
配
居
中
で
、
満
・

蒙
特
殊
利
金
の
観
念
が
定
着

し
て
い
く
な
か
で
、
霞
ヶ
関
官
僚
達
は
む
し
ろ
中
圏
全
醐
涯
を
視
野
に
牧
め
、
均

衡
の
と
れ
た
侵
略
を
め
ざ
し
た
と
さ
れ
る
(
三
O
頁
〉
。
稿
建
、
江
西
方
面
か

ら
さ
ら
に
山
東
へ
の
勢
力
按
張
、
政
治
的
支
配
と
同
時
に
市
場
・

資
源
確
保
等

が
重
視
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
内
政
不
干
渉
原
則
下
で
好
意
的
援
助
に
よ
っ
て
、

中
華
民
園
政
府
の
親
日
化
が
主
張
さ
れ
た
と
す
る
。

一一一

箇
篠
要
求
は
、
そ
う

し
た
構
想
の
集
大
成
で
あ
っ
て
、
日
本
的
脅
園
主
義
の
包
括
的
要
求
と
な
っ
た

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
(
一
九
頁
〉
。

つ
い
で
著
者
は
、
政
策
決
定
で
リ
ー
ド
し
た
霞
ヶ
関
閥
は
、
し
か
し
現
賀
政

治
の
場
で
は
、
「
侵
略
の
必
然
論
」
や
狂
信
的
園
民
外
変
を
統
御
し
う
る
に

は

至
っ
て
い
な
か

っ
た
と
し
て
い
る
。
嘗
時
、
「
讃
貿
」
や
「
東
洋
経
済
』
を
除

く
報
道
界
、
政
界
、
居
留
民
に
至
る
ま
で
、
軍
部
と
同
様
、
傍
若
無
人
の
一帝一
園

主
義
的
野
蟹
を
競
い
、
た
め
に
日
本
的
一
一
帝
園
主
義
の
も
つ
野
轡
性
が
増
幅
さ
れ

て
露
呈
さ
れ
た
黙
が
、
五
四
へ
の
針
際
と
し
て
各
方
面
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て

-191'ー
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い
る
。
中
園
民
族
運
動
に
よ
る
北
京
政
府
の
危
機
は
、
外
務
省
主
導
下
の
不
干

渉
政
策
の
虚
構
を
暴
露
す
る
結
果
と
な
り
、
南
北
和
卒
統
一
貫
現
支
持
等
の
外

務
省
路
線
は
、
軍
部
主
導
の
親
日
汲
援
助
へ
と
鴎
換
せ
し
め
ら
れ
て
い

っ
た
と

さ
れ
て
い
る
(
八

O
l八
四
頁
)
。

日
本
近
代
外
交
史
に
明
る
く
な
い
筆
者
に
と
っ
て
、
著
者
の
分
析
か
ら
得
た

啓
裂
は
小
さ
く
な
か
っ
た
が
、
①
著
者
の
立
場
の
前
提
か
ら
す
れ
ば
、
嘗
然

ふ
れ
ら
る
べ
き
、
一
隅
州
事
件
以
降
山
東
還
付
に
至
る
曲
折
が
空
白
に
な
っ
て
い

る
こ
と
、
②
援
段
政
策
・
西
原
借
款
、
日
中
寧
事
協
定
と
い
う
基
本
路
線
の

位
置
が
不
明
な
こ
と
、
③
経
済
的
侵
略
と
い
う
磁
貼
が
重
視
さ
れ
な
が
ら
、

こ
の
時
期
に
飛
躍
す
る
日
本
の
経
済
「
侵
略
」
の
分
析
が
皆
無
で
あ
る
こ
と
、

④
第
一
次
大
戦
前
後
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
、
図
際
的
関
係
の
努
動
が
省
か

れ
て
い
る
こ
と
等
、
な
お
課
題
が
少
く
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
諸
貼

に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
も
少
く
な
い
し
、
中
園
史
で
も
、
最
近
新
し
い
視
野

の
研
究
が
だ
さ
れ
つ
つ
あ
り
(
野
酒障
壁
「
シ
ベ
リ
ア
験
争
と
五
四
運
動
」
『
世

界
史
に
お
け
る
地
域
と
民
衆
』
一
九
七
九
年
〉、
そ
れ
ら
諸
成
果
を
参
照
し
な

が
ら
、
課
題
を
確
定
し
て
い
く
作
業
も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。

上
述
の
諸
鮎
と
も
関
連
す
る
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
初
歩
的
疑
問
を
抱
い
た
。

ご
敬
示
が
得
ら
れ
れ
ば
と
思
う
。
①
外
務
省
に
焦
黙
を
お
く
研
究
法
と
い
う

貼
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
日
本
的
脅
園
主
義
分
析
と
し
て
果
し
て
遁
蛍
な
の

か
ど
う
か
。
従
来
、
後
援
帯
園
主
義
園
日
本
が
、
先
行
す
る
列
強
の
支
配
に
割
り

込
み
つ
つ
、
東
ア
ジ
ア
の
文
明
的
諸
園
家
を
し
ゃ
に
む
に
隷
属
さ
せ
よ
う
と
し

た
結
果
、
そ
の
劉
外
政
策
は
い
き
お
い
軍
事
偏
重
の
軍
部
関
輿
型
に
な
ら
.
さ
る

を
え
な
か
っ
た
、
と
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
う
が
ど
う
か
。
軍
部
の
露
骨
な
閥

興
が
表
面
上
製
肘
さ
れ
る
の
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
位
制
下
で
は
な
か
ろ
う
か
。
②

第
一
次
大
戦
を
機
と
し
て
、
一
面
一
常
園
主
義
世
界
は
軌
道
修
正
期
に
入
り
、
門
戸
開

放
型
-
帝
圏
主
義
と
い
わ
れ
る
米
園
が
、
そ
の
新
鰻
制
を
リ
ー
ド
し
は
じ
め
る。

し
か
し
、
日
本
は
、
蛍
時
、
債
務
園
か
ら
し
だ
い
に
脱
却
し
、
相
到
外
投
資
の
基

盤
を
成
熟
さ
せ
つ
つ
あ
っ
た
と
は
い
え
、
な
お
資
本
の
有
機
的
構
成
が
低
劣
で

生
産
性
も
低
か

っ
た
が
故
に
、
そ
の
よ
う
な
鶴
換
を
な
し
え
な
か
っ
た
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
大
戦
に
よ
っ
て
生
じ
た
開
隙
に
乗
じ
て
、
東
ア
ジ
ア
に
優
越

的
地
歩
を
確
保
し
、
加
え
て
新
生
ソ
漣
に
封
抗
し
よ
う
と
し
て
、
中
園
等
と
融

和
を
困
る
徐
裕
さ
え
持
た
な
い
H

醤
H

一
帝
園
主
義
策
を
強
行
し
、
大
戦
前
後
の

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
緊
張
の
焦
貼
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
と
上
述
の

「
近
代
性
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
整
合
関
係
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
③
封
華

二
一
箇
僚
は
、
そ
の
日
本
が
、
宿
年
の
願
肇
を
一
摩
に
成
就
さ
せ

ん
と
し
た

H

途
方
も
な
い
要
求
H

で
あ
っ
た
が
故
に
、
支
配
層
内
部
で
も
「
常
道
」
を
逸

す
る
も
の
と
の
批
剣
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る

〈
安
藤
貧

「
第
一
次
大
戦
と
日
本
的

一
帝
一
園
主
義
」
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
一
八
〉。

第
二
続
に
つ
い
て
は
一
定
の
合

意
が
成
立
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
安
現
の
た
め
に
第
一

・
第
三
鋭
、
さ
ら
に

は
第
五
践
の
希
肇
篠
項
に
ま
で
目
標
を
抜
大
し
、
中
園
の
み
な
ら
ず
、
英
・
米

と
の
樹
立
ま
で
敢
て
お
か
す
そ
の
要
求
案
は
、
す
ん
な
り
包
括
要
求
と
は
な
ら

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
黙
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
、
結
局
、
日

本
は
、
西
原
借
款
、
日
中
軍
事
協
定
と
、
大
筋
は
一一一

箇
僚
の
線
路
で
進
み
、

五
四
中
園
民
族
運
動
の
反
撃
と
、
そ
れ
を
利
用
し
た
英
・
米
等
の
牽
制
に
遭
遇

し
、
一
時
的
と
は
い
え
後
退
を
絵
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
も
押
え
る
必
要
が
あ

り
、
そ
れ
だ
け
に
そ
の
聞
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
も
ふ
れ
る
構
成
が
と
ら
れ
て
い

れ
ば
と
恩
わ
れ
た
。

。G
A
w
d
 

最
後
に
、
包
括
的
論
貼
を
若
干
議
論
し
て
、
批
評
の
任
を
お
え
た
い
。

五
四
期
の
研
究
で
は
、
筆
者
は
ほ
と
ん
ど
白
紙
に
近
く
、
た
め
に
三
著
か
ら
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皐
び
な
が
ら
、
同
時
に
関
連
す
る
内
外
の
諸
研
究
を
讃
み
比
べ
る
と
い
う
方
法

を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
う
し
て
讃
み
進
む
聞
に
、
た
え
ず
念
頭
に
あ
っ
た

の
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
五
四
期
は
中
園
近
代
の
ど
こ
に
位
置
す
る
か
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
五
四
期
に
は
、
や
は
り
そ
の
前
後
の
時
期
と
は
異
な
る
時
代

性
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
窺
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
は
五
四
期
を
い
つ
か
ら
い
つ

ま
で
と
し
、
そ
の
特
徴
を
ど
こ
に
み
る
か
、
五
四
運
動
は
一
定
の
勝
利
・
を
も
た

ら
し
た
と
恩
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
何
に
謝
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
な
ぜ
そ
れ

が
可
能
に
な
っ
た
か
、
五
回
運
動
中
の
何
が
つ
.
き
の
段
階
に
ど
う
引
き
継
が
れ

て
い
く
か
等
、
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
と
閥
心
を
そ
そ
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
関
心
に
ひ

き
つ
け
な
が
ら
、
三
著
に
通
ず
る
問
題
を
二
、
三
と
り
だ
し
て
み
た
い
。

第
一
は
、
五
四
期
の
運
動
形
態
で
あ
る
が
、
中
園
近
代
に
局
部
的
に
形
成
さ

れ
た
都
市
を
舞
蓋
に
、
中
園
祉
舎
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
分
化
の
所
産
た
る
諸
階
層

が
、
そ
れ
ぞ
れ
職
能
別
の
組
織
を
縦
横
に
連
結
し
な
が
ら
、
山
東
の
回
復
、
二

一
箇
保
反
封
、
軍
事
協
定
反
封
、
親
日
官
僚
罷
菟
、
園
貨
振
興
等
の
園
民
的
運

動
に
結
集
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
複
合
的
構
成
で

現
出
し
て
い
た
運
動
は
、
半
封
建
的
割
嬢
の
宇
植
民
地
経
済
か
ら
の
股
却
遁
程

を
基
底
に
も
っ
た
こ
と
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
異
論
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
園

民
運
動
で
は
、
ま
さ
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
中
園
園
民
経
済
を
押
え
込
み
つ

つ
あ
っ
た
日
本
資
本
へ
の
劉
抗
と
し
て
、
民
族
貸
業
の
振
興
が
資
本
家
の
み

か
、
畢
生
、
州
労
働
者
に
至
る
ま
で
幅
庚
い
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
な
し
て
い
た
。
と

に
か
く
五
四
期
の
民
衆
運
動
が
置
か
れ
た
そ
の
前
提
候
件
を
ふ
ま
え
て
、
各
階

層
の
役
割
を
定
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
運
動
の
立
ち
あ
が
り
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
諸

階
層
の
イ
ニ
シ
ア
チ
l
プ
に
依
存
し
た
し
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
諸
階
層
は
ま
た
運
動

の
な
か
で
革
新
・
脱
皮
を
経
な
が
ら
、
こ
の
時
期
の
民
族
革
命
の
指
導
を
捲
っ

た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
州
労
働
者
の
罷
工
は
、
閣
民
運
動
へ
の
参
輿
と
い
う

限
り
で
は

(
H経
済
罷
工
と
異
な
る
意
味
で
は
)
、
や
は
り
ブ
ル

ジ
ョ
ア
的
諸

分
波
に
媒
介
さ
れ
つ
つ
、
濁
自
の
階
級
性
を
褒
現
し
始
め
た
と
い
う
ほ
か
な
い

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
結
果
、
運
動
の
果
質
は
、
有
形
の
も
の
と
し
て
は
、
ブ

ル
ジ
ョ
ア
的
諸
階
層
に
享
受
さ
れ
た
。
笠
原
十
九
司
氏
は
そ
れ
を
「
民
族
的
生

産
力
の
解
放
」
と
把
握
し
、
そ
れ
を
あ
る
程
度
統
計
的
に
も
裏
づ
け
な
が
ら
、

こ
の
期
に
お
け
る
そ
の
意
義
を
積
極
的
に
評
債
し
て
い
る
(「中
園
民
族
産
業

の
設
展
と
プ
ル
ジ

ョ
ア
ジ
l
|
五
四
運
動
の
再
評
債
の
た
め
に
|
」
『
民
族
と

園
家
』
一
九
七
七
年
〉
。
そ
う
し
た
歴
史
主
義
的
観
貼
も
必
要
で
は
な
か
ろ
う

カ
第
二
除
、
五
四
運
動
の
針
象
で
あ
る
が
、

著
者
逮
も
認
め
る
よ
う
に
、
一
は

江
口
圭
一
氏
が
指
摘
し
て
い
る
ア
ジ
ア
モ
ン
ロ
ー
主
義
型
膨
張
政
策
に
遜
進
し

よ
う
と
し
て
い
た
日
本
的
一
帝
一
図
主
義
で
あ
り
〈
「
一
九
三

0
年
代
論
」

『僅
系
E

本
現
代
史
』
一
日
本
評
論
社
一
九
七
八
年
〉、
他
は
そ
れ
に
隷
腐
を
深
め
つ

つ
全
園
統
一
を
め
ざ
し
た
安
徽
波
政
権
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
こ
そ
が
、

こ
の
時
期
の
、
半
植
民
地
的
な
牟
封
建
韓
制
の
具
現
形
態
で
あ
り
、
し
た
が
っ

て
そ
こ
に
五
四
期
の
運
動
の
特
徴
が
あ
っ
た
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
複
数
の
列
強

が
支
配
す
る
軍
閥
割
擦
の
強
制
に
あ
っ
て
、
そ
の
優
勢
な
る
地
歩
を
狙
う
勢
力

に
射
し
て
、
内
外
と
も
に
深
刻
な
矛
盾
・
針
抗
が
生
じ
て
い
た
こ
と
が
、
多
分

に
草
の
根
的
な
民
衆
運
動
の
集
積
陸
と
し
で
あ
っ
た
五
四
運
動
に
有
利
に
働
い

た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
権
金
や
支
配
力
保
持
の
た
め
に
、
内
外
の

権
力
が
共
同
歩
調
を
と
る
こ
と
は
、
こ
の
時
の
み
で
な
く
、
た
え
ず
み
ら
れ
た

が
、
五
四
期
で
は
、
共
同
歩
調
が
多
少
と
も
恒
常
化
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

英
・
米
は
、
日
本
の

n
後
退
H

を
ワ
シ
ン
ト
ン
曾
議
で
鰻
制
化
す
る
ま
で
は
、

封
日
警
戒
と
攻
勢
を
繍
け
た
し
、
北
洋
軍
閥
内
で
は
、
五
四
期
を
機
に
、
同
期
烈

な
抗
争
局
面
に
は
い
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
枠
組
み
は
園
民
革
命
の
開
始
に
よ
っ

- 193ー
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て
椋
換
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
三
は
、
三
官
僚
罷
菟

・
調
印
短
否
か
ら
始
ま
る
一
連
の
勝
利
が
な
ぜ
貧
現

し
た
か
で
あ
る
が
、
反
日
・
反
安
徽
涯
の
民
衆
運
動
の
幅
庚
さ
、
内
外
権
力
の

分
裂
を
い
う
の
み
で
は
ま
だ
足
り
ず
、
北
京
政
府
の
危
機
と
し
て
お
さ
え
ら
れ

る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
三
罷
以
降
の
上
海
を
中
心
に
、
安
徽
系
の
息
が
か

か
っ
た
徐
世
田
田
政
府
に
針
し
、
「
代
表
日
本
的
政
府
」
等
と
い
う
非
難
が
集
中

し
は
じ
め
、
政
府
不
承
認
、
納
税
桓
否
、
中
・
交
雨
行
の
取
り
つ
け
が
喚
ば

れ
、
李
純

・
虚
永
鮮
ら
に
濁
立
と
政
府
討
伐
が
求
め
ら
れ
、
非
法
政
府
に
か
わ

る
園
民
大
舎
召
集
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
波
紋
が
庚
が
り
始
め
た
。
と
こ

ろ
で
、
徐
世
昌
は
、
英
・
米
か
ら
、
そ
の
超
越
性
故
に
、
中
園
安
定
化
の
切
り

札
と
同
期
待
さ
れ
て
い
た
。
原
敬
内
閣
も
、

権
盆
保
持
と
親
日
勢
力
温
存
を
か
れ

に
託
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
徐
政
権
を
、
図
民
各
層
が
見
離
し
、
そ
の
外
に
自

治
に
よ
る
「
政
府
」
を
模
索
し
は
じ
め
た
。
そ
の
よ
う
な
中
園
近
代
史
上
未
曾

有
の
座
力
が
、
北
京
政
府
に
政
策
特
換
と
安
徽
系
排
除
を
な
さ
し
め
た
と
い
う

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
動
き
に
、
罷
工
し
た
州
労
働
者
各
層
が
大
き
く
興

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
(
こ
の
貼
は
嶋
本
信
子
「
上
海
に
お
け
る
五
四
運
動
|

各
階
級
の
劉
騒
な
ら
び
に
指
導
と
同
盟
の
関
係
|
」
『
史
論
』
ニ

O
鋭

一

九

六
八
年
に
詳
し
い
J
。
狭
間
氏
は
事
賃
上
そ
の
入
口
ま
で
進
ん
で
い
た
の
で
あ

る
か
ら
、
罷
工
の
意
義
を
こ
の
貼
と
結
び
つ
け
た
な
ら
、
第
三
一
章
は
更
に
設
得

的
な
も
の
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
四
は
、
五
四
期
の
H

新
し
さ
H

は
何
か
で
あ
る
が
、
日
本
の
H

園
民
的
H

規
模
で
の
、
傍
若
無
人
の
嘗
一帝
園
主
義
が
、
中
園
民
衆
の
、
園
民
経
済
を
基
底

に
も
っ
た
図
民
運
動
に
よ
っ
て
中
挫
さ
せ
ら
れ
、
日
本
の
究
力
を
背
景
と
し
て

全
園
武
力
統
一
を
謀
っ
た
安
徽
波
が
、
同
じ
く
卒
和
的
経
済
設
展
を
芝
む
民
衆

運
動
に
よ
っ
て
漫
落
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
を
ど
う
み
る
か
に
つ
き
ょ
う
。
民
園
成

立
を
一
区
切
り
と
し
た
中
園
近
代
の
過
程
を
術
敵
し
て
み
る
と
、
民
衆
の
政
府

へ
の
志
向
が
大
き
く
切
り
換
わ
る
端
緒
が
五
四
期
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
民
衆
が
北
京
政
府
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
、
園
民
的
結
集
に
よ
る
自
治
と
い

う
形
で
「
政
府
」
を
目
指
し
始
め
、
そ
れ
が
牢
封
建
割
援
の
牢
植
民
地
経
済
か

ら
の
脱
却
過
程
に
合
致
し
た
こ
と
の
意
義
は
、
中
園
祉
禽
史
の
流
れ
に
卸
し
て

み
る
な
ら
、
ま
さ
に
霊
期
的
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ

し
て
、
そ
の
上
に
、
そ
の
沼
々
た
る
流
れ
に
、

有
産
階
級
ば
か
り
で
な
く
、
州
労

働
諸
大
衆
が
参
入
し
、
そ
の
園
民
的
政
府
と
園
民
経
済
を
し
て
、

欧
米
近
代
の

制
約
を
越
え
る
可
能
性
を
苧
ま
せ
た
貼
は
、
今
日
の
日
本
か
ら
し
て
も
な
お
驚

嘆
に
領
す
る
。
李
卒
心
は
こ
れ
を
「
新
式
民
主
主
義
」
の
開
幕
と
評
し
て
い
る

が
(
『
中
園
民
主
憲
政
運
動
史
』
進
化
書

局

民

圏
三
五
年
〉、
そ
れ
は
五
四
が

も
っ
た
最
大
限
の
可
能
性
を
看
破
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
毛
津
東
は
、
一

九
三

0
年
代
末
の
政
治
・
粧
品
間
的
現
貨
の
な
か
で
、
五
回
の
新
地
卒
と
し
て

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
を
夜
見
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
今
日
の
日
本
と
い
う

現
質
の
な
か
で
は
、
そ
う
し
た
飛
躍
に
至
る
前
に
、
中
間
的
確
認
を
い
く
つ
も

踏
ま
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

筆
者
は
、
本
書
評
を
通
じ
て
、
五
四
研
究
の
最
近
の
念
進
展
に
目
を
見
張
る

思
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
思
い
の
あ
ま
り
、
無
理
な
一
方
的
注
文
を
並
べ
た
て
る

結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
著
者
の
方
遠
の
御
寛
恕
と
御
敬
一
ホ
を
お
願
い
す
る

次
第
で
あ
る
。
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